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アジア太平洋地域の経済界は 

WTO、気候変動対策、デジタル・エコノミー推進の重要性を強調 

 

～ ABAC委員が、今年の 11月にチリ・サンチアゴにて 

APEC首脳に対して行う提言内容について合意 ～ 

 

今週、アジア太平洋の国・地域から集まった経済界代表は、中国の杭州において、WTO 

およびルールに基づく多角的貿易投資体制の重要性への強い支持を表明した。また、彼らは、

特に最も脆弱なコミュニティにおいて、気候変動がもたらすネガティブな影響を軽減 

あるいは予防するための対策を政策に反映させることの重要性を強く訴えた。加えて、 

デジタル・エコノミーやイノベーションによって地域経済、なかでも女性や零細・中小企業

（MSME：Micro, Small and Medium Enterprises）にもたらされる多大な潜在的恩恵の 

重要性を強調した。 

 

APECビジネス諮問委員会（ABAC：APEC Business Advisory Council）のリチャード・

フォン・アッペン議長は、「われわれは、経済界の視点から機会を有効に活用し課題解決の

手助けをしようとしている。そのことによって、自由貿易の利益をより多くの人々やコミュ

ニティが享受できるようになる」さらに「ABAC委員の中で、貿易摩擦や環境の持続可能性

といった困難な課題について、解決に向けた道筋を見出す手助けをしようという固い決意

が見られたことを大変心強く感じた。われわれは、開かれた市場の維持、気候変動について

の革新的な発想、革命的に新しいビジネスモデルを生み出すような環境づくりの設計など、

自分たちの役割を果たす用意がある」と述べた。 

 

APEC首脳とのより深いエンゲイジメントに向けた準備 

 

フォン・アッペン氏は、最近の数十年間の間に貿易が拡大したことにより、数多くの（10億

人もの）人々が貧困を脱し、国・地域間の経済的な格差が縮小したことを指摘した。 

 

さらに「自由で公正な貿易と開かれた市場がもたらす GDPと貿易の成長は、かつては経済

活動の中核をなしていた。しかし、今日、そのもたらす意味はそれにとどまらず、人材の 

開発、人間中心の政策とすべてについての包摂性という意味を持っている。われわれ経済界

は、今後もこうした課題について発信をし続けることをコミットしている」と付け加えた。 

 



杭州では、ABACは、APEC首脳宛の書簡と報告書の最終化の作業を集中的に行い、11月

にサンティアゴで予定されている首脳との毎年の対話に向けた準備を始めた。 

 

WTO、気候変動、デジタル化が優先課題 

 

「最も差し迫った課題は、グローバルな通商制度が危機に直面しているということである。

われわれは、首脳に向けて強いメッセージを届けるつもりだ。WTO紛争処理制度の危機を 

早急に解決しなければならない。特に、上級委員会の委員指名を巡る行き詰まりについては、

迅速な解決が必要だ。また、新たなビジネスモデルが発展できるよう保証することや、女性

や MSME がグローバル経済のもたらす機会や利益にアクセスできるようにすることなど

を含め、WTOが常に現代的な課題に対応でき、目的を果たすことができるようにルールを

改革することも必要だ。」 

 

「自由貿易のもたらす利益を発信し続けることは、経済的な理由だけでなく、共通の課題や

機会についての恒久的な対話を維持ししていくためにも、経済規模の大小を問わず、すべて

の国・地域にとって重大な意味を持つ。WTO の存在を当然のものと考えてはならない。 

現在の世界の状況に鑑みれば、そうした新たな機関を設立することはほとんど不可能であ

り、もしWTOが失われることになれば、発展途上の国・地域にマイナスの影響をもたらす

だろう」とフォン・アッペン氏は述べた。 

 

さらに、フォン・アッペン氏は「もちろん、そのためには地域経済統合の深化に向けた作業

を継続していくことが重要である。そのために、ABACは、引き続きアジア太平洋自由貿易

圏（FTAAP：Free Trade Area of the Asia-Pacific）の実現に向けて強くコミットし続ける。」 

 

「持続可能性はわれわれの優先課題である。なかでも最も重要なのは気候変動である。 

われわれ世代にとっては生存に関わる課題であり、われわれ経済界は、気候変動についての

革新的なアイデアを生み出すことのお手伝いや、現役世代だけでなく将来の世代のために

も、持続可能で、強靭かつ低炭素な経済に移行していくことをサポートするなど、真の役割

を果たすことができる。」 

 

フォン・アッペン氏は、さらに、デジタル経済を実現することが ABAC の優先課題である

と指摘した。「われわれが、デジタル・イノベーションの先端を行く杭州で会合を持った 

ことは本当に時宜を得ていると言えよう。われわれは、首脳に対し、われわれが希望して 

いるダイナミックで包摂性の高い APEC 地域を実現するためには、未来に必要なスキルを 

持った（”future-ready”）労働人材、すべての国・地域に広がる豊かなデジタル・インフラ、 

そして、開かれた市場志向の制度環境、そして何よりも、才能あふれる人材を域内から集め、

革新的な製品やサービスを提供していくことが必要である、ということを再認識させる 

つもりだ」と述べた。 


